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伊
豆
の
国
市
友
好
都
市
交
流
協
会（
江

間
章
会
長
）は
、
郷
土
愛
、
文
化
愛
を
育

む
こ
と
を
目
的
に
、
初
め
て
と
な
る
歴
史

講
座
を
あ
や
め
会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
歴
史
愛
好
家
と
し
て
知
ら
れ
る

望
月
市
長
が
務
め
、
伊
豆
長
岡
地
区
の
歴

史
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

市
長
は「
他
市
と
交
流
す
る
う
え
で
は

地
元
の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
大
事
」と
述

べ
、
姉
妹
都
市
で
あ
る
京
都
府
長
岡
京
市

と
の
関
係
や
伊
豆
長
岡
の
地
名
の
由
来
、

史
跡
な
ど
に
つ
い
て
解
説
。
出
席
し
た
約

50
人
の
市
民
は
、
市
長
の
話
に
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
、
今
後
も
歴
史
講
座
を
継
続
し

て
い
き
た
い
と
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
の
パ
ン
製
造
の
開
祖
と
さ
れ
る

江
川
坦
庵
公
に
ち
な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト

『
第
６
回
パ
ン
祖
の
パ
ン
祭
』を
韮
山

時
代
劇
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
の
目
玉
行
事
で
あ
る

『
全
国
高
校
生
パ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
』で

は
、
応
募
１
７
３
人
、
予
選
通
過
18
人

の
中
か
ら
、
石
黒
茉
莉
さ
ん（
静
岡
農

業
高
校
）の
作
品『
ト
マ
か
ん
パ
ン
』が

大
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
会
場
で
は
、全
国
各
地
の
人

気
パ
ン
の
販
売
や
、親
子
パ
ン
教
室
な
ど

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。ま
た
、田
方
農
業
高
校
生
が
制
作

し
た
富
士
山
型
の
パ
ン
の
オ
ブ
ジ
ェ
も

来
場
者
を
魅
き
つ
け
て
い
ま
し
た
。

て
い
き
た
い

意
欲
を
見
せ
て
い
ま

た
伊豆長岡の歴史について講演する望月市長
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市
長
が
語
る
郷
土
の
歴
史

友
好
都
市
交
流
協
会　

歴
史
講
座

さまざまな形のまゆ玉に魅了される芸者衆

復
活
か
ら
今
年
で
10
年
目

『
ま
ゆ
玉
の
里
』
開
幕

　

伊
豆
長
岡
地
区
の
養
蚕
産
業
の
名な

残ご
り

を

今
に
伝
え
る『
ま
ゆ
玉
の
里
』が
、長
岡
の

旅
館『
福
狸
亭
小
川
家
』で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、１
９
６
５
年
ご
ろ
ま
で

養
蚕
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、家
内
安

全
を
願
っ
た
ま
ゆ
玉
作
り
も
行
わ
れ
て
い

ま
し
た
。こ
の
風
習
を
観
光
振
興
に
生
か

そ
う
と
伊
豆
長
岡
ま
ゆ
玉
の
会（
小
沢
み

ゆ
き
代
表
）が
ま
ゆ
玉
の
里
を
開
催
。
今

年
で
復
活
か
ら
10
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、ま
ゆ
玉
の
団
子
や
招
き
猫
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
飾
り
が
つ
い
た
竹
35
本
が

展
示
さ
れ
、初
日
の
こ
の
日
は
、伊
豆
長
岡

温
泉
の
芸
者
衆
ら
が
足
を
運
び
ま
し
た
。

　

ま
ゆ
玉
の
里
は
入
場
無
料
、
３
月
10
日

（
土
）ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
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①今年のイベントの顔『富士山型
パンオブジェ』　②真剣に調理す
る高校生、目を光らせる審査員　
③優勝作品『トマかんパン』　④ボ
ランティアスタッフの高校生もパ
ンの販売をお手伝い　

富
士
山
型
パ
ン
オ
ブ
ジ
ェ
が
お
出
迎
え

第
６
回
パ
ン
祖
の
パ
ン
祭
り

1/21、22

①
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年男たちがまく豆を必死に拾う来訪者

防災にも女性の力が必要と説く講師の染谷さん

寒さにも負けず、市内を力走する選手たち

種から育てたパンジーを市長へ贈る生徒
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古
奈・墹
之
上
Ａ
が
５
連
覇

第
７
回
伊
豆
の
国
市
駅
伝
大
会

　

市
は
、
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
の
一

環
と
し
て『
女
性
の
視
点
を
入
れ
た
防
災
』

を
テ
ー
マ
に
防
災
講
演
会
を
開
催
。
会
場

の
あ
や
め
会
館
に
は
、
区
長
や
女
性
団
体

ら
約
90
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
県
ふ
じ
の
く
に
防
災
士
の
染

谷
絹
代
さ
ん（
島
田
市
）が
務
め
、
東
日

本
大
震
災
の
避
難
所
の
実
態
な
ど
を
紹
介

し
、「
自
主
防
災
組
織
の
役
員
に
女
性
を

入
れ
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
近
い
将
来
必
ず
発
生
す
る
と
い

わ
れ
て
い
る
東
海
地
震
に
つ
い
て
、
そ
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
や
発
生
す
る
根
拠
な
ど
を
解

説
。
伊
豆
の
国
市
の
被
害
想
定
も
、
家
屋

の
倒
壊
予
想
件
数
や
液
状
化
エ
リ
ア
な

ど
、
具
体
的
に
紹
介
し
ま
し
た
。
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自
主
防
災
組
織
役
員
に
女
性
を

女
性
の
視
点
を
入
れ
た
防
災
講
演
会

　

市
役
所
庁
舎
の
一
部
を
使
用
し
た
お
礼

と
し
て
、
沼
津
特
別
支
援
学
校
伊
豆
田
方

分
校
の
生
徒
が
パ
ン
ジ
ー
の
花
を
望
月
市

長
へ
贈
り
ま
し
た
。

　

同
校
の
生
徒
は
、
田
方
農
業
高
校
と
共

同
で
小
坂
地
区
に
あ
る
ブ
ド
ウ
畑
で
栽
培

を
実
習
。
そ
の
際
、
制
服
か
ら
作
業
服
に

着
替
え
る
た
め
市
役
所
庁
舎
の
一
部
を
使

用
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
そ
の
お
礼
と
し

て
、
プ
ラ
ン
タ
ー
や
ポ
ッ
ト
に
植
え
ら
れ

た
約
50
株
の
パ
ン
ジ
ー
を
市
へ
贈
呈
。
見

事
に
咲
い
た
パ
ン
ジ
ー
は
、
田
方
農
業
高

校
の
生
徒
指
導
の
下
、
種
か
ら
栽
培
さ
れ

た
も
の
で
す
。

　

パ
ン
ジ
ー
は
、
伊
豆
長
岡
・
大
仁
庁
舎

入
口
に
飾
ら
れ
、
来
庁
者
を
迎
え
ま
す
。
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感
謝
の
気
持
ち
を
花
に
込
め

特
別
支
援
学
校
生
徒
が
市
へ
お
礼
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声
高
ら
か
に「
福
は
内
」

広
瀬
神
社
節
分
祭

　

節
分
の
こ
の
日
、
田
京
の
広
瀬
神
社
で

恒
例
と
な
る
節
分
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

冬
の
厳
し
い
冷
え
込
み
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
境
内
は
今
年
一
年
の
幸
せ
を
つ
か
も

う
と
豆
に
手
を
伸
ば
す
人
た
ち
の
熱
気
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

１
年
の
除
災
招
福
を
祈
願
す
る
神
事
の

後
、
今
年
は
36
歳
か
ら
84
歳
ま
で
の
年

男
19
人
と
、
望
月
市
長
ら
来
賓
が
登
場
。

太
鼓
の
音
を
合
図
に「
鬼
は
外
、福
は
内
」

と
大
き
な
声
を
張
り
上
げ
、
福
豆
や
ミ
カ

ン
、
お
餅
な
ど
を
ま
き
ま
し
た
。

　

用
意
さ
れ
た
３
，６
０
０
袋
の
豆
は
10

分
ほ
ど
で
終
了
。
訪
れ
た
約
４
０
０
人
の

市
民
ら
は
、
持
参
し
た
袋
に
拾
っ
た
豆
な

ど
を
入
れ
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

冬
の
厳
し
い
寒
さ
の
下
、
第
７
回
伊
豆

の
国
市
駅
伝
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大

仁
市
民
会
館
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
、

汗
の
し
み
込
ん
だ″
た
す
き
〞を
握
り
し

め
、全
８
区
間
、２
０
・
６
２
㎞
を
５
部
門

59
チ
ー
ム
が
走
り
ま
し
た
。

　

総
合
優
勝
は
、
伊
豆
中
央
高
校
野
球
部

Ａ
。地
区
の
部
で
は
古
奈
・
墹
之
上
Ａ
チ
ー

ム
が
５
連
覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

各
部
門
の
優
勝
は
次
の
通
り
。

【
一
般
の
部
】①
伊
豆
中
央
高
校
野
球
部
Ａ

【
地
区
の
部
】
①
古
奈
・
墹
之
上
A

【
中
学
男
子
の
部
】
①
韮
山
中
男
子

【
中
学
女
子
の
部
】
①
韮
山
中
女
子

【
小
学
生
の
部
】
①
韮
山
走
ろ
う
会
Ａ

応
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た


